
















要約 ヒト胎児における中枢神経系の機能的な発達過程を明らかにすることを目的に、妊

娠 18-41 週の正常胎児を対象として、眼球運動、排尿、および口唇運動の、妊娠の進行に

ともなう相互の関連について検討した。その結果、妊娠 32-33週に至ると、急速眼球運動

(REM)期が明瞭に認められるようになった。排尿と REM 期の開始する時刻は妊娠 36 週まで

は無関係であったが、妊娠 37 週以後になると同期して出現するようになった。また、妊娠

35 週以降においては規則的な口唇運動が NREM 期に同期して観察された。各々の機能の中

枢神経系における解剖学的な制御部位を考慮すると、妊娠 33 週頃までに橋のレベルの機能

が発動し、妊娠 37 週に至ると、排尿と REM 期の発現中枢間に神経的な連絡が生じてくると

推察された。一方、妊娠 35-36週頃に NREM 睡眠に擬せられる状態が発現してくることが示

唆された。このように、ヒト胎児の諸種の動作は個々に独自の発達過程をたどる一方で、

妊娠末期に至ると、複数個が互いに関連しながら、より高次の機能へと統合されてゆく発

達過程が明らかとなった。 


